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【五十嵐川における氾濫ボリュームの検証】 

 

 

 

推定値 計算値 

浸水区域面積 

（ha） 

浸水容量 

(㎥) 

推定内水氾濫量

（㎥） 

推定外水氾濫量 

（㎥） 

計算破堤量 

（㎥） 

計算越水量 

（㎥） 

計算外水氾濫量 

（㎥） 

比較 

 
 

 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅶ/Ⅳ 

左岸  13,200,000 1,479,000 11,721,000 13,930,000    

左岸      148,000   

右岸      191,000   

計 13,200 13,200,000 1,479,000 11,721,000 13,930,000 339,000 14,269,000 1.22 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙－１ 
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【刈谷田川における氾濫ボリュームの検証】 

 

刈谷田川流域では、各所で越水や破堤が生じ、さらに中之島川等の内水河川で越水が発生するなど、刈谷田川からの氾濫ボリュームを包括的に集計するのは困難である。 

このため、下表に示すように破堤地点毎に地形条件等を基に刈谷田川からの破堤越水影響範囲が区分可能なブロックについて、計算氾濫ボリュームと浸水実績図（図－１）から想定氾濫ボリュームを比較した。 

その結果、最大の破堤地点である 9.33km左岸からの氾濫ボリュームは、中之島川からの氾濫量の推定精度に影響を受けるものの、浸水実績推定値のほぼ 120％程度となっている。 

その他の破堤地点についても、概ね 20～30％の誤差に収まっていることから、越水・破堤現象はこのモデルにより再現することが可能と判断できる。 

また、実績越水区間に対する計算越水区間が少ない結果となっているが、実績越水区間での河道内痕跡水位は、概ね再現されている（図－２参照）。これら、計算越水区間が少ない理由としては、①測量断面で得られる

天端高が 100～200ｍ間隔であることから、堤防測線上の標高が低い部分がモデルに反映されないこと、②湾曲等による局所的な水位上昇がモデルに反映されていないこと等が一因と考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浸水区域面積
(ha) 浸水容量(m

3
)
推定内水氾濫量

（m
3
)
※1

推定外水氾濫量

(m
3
)

計算破堤量(m
3
) 計算越水量(m

3
)
計算外水氾濫量

(m
3
)

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ＝Ⅱ-Ⅲ Ⅴ Ⅵ Ⅶ＝Ⅴ＋Ⅵ Ⅷ=Ⅶ/Ⅳ

1 ①
①
②
③

2,110 12,470,000 5,100,000 7,370,000 8,804,000 363,000 9,167,000 1.24

2 ② 8.9 561,000 20,000 541,000 802,000 0 802,000 1.48

3 ④ 22.5 497,000 51,000 446,000 385,000 0 385,000 0.86

4
③
⑤

17.8 642,000 40,000 602,000 711,000 0 711,000 1.18

5 ⑥ ⑦ 257.0 4,978,000 584,000 4,394,000 3,219,000 40,000 3,259,000 0.74

その他
④
⑤
⑥

－ 79,000

合計
Σ1～5

2,416 19,148,000 5,795,000 13,353,000 13,921,000 403,000 14,324,000 1.07

※1 推定内水氾濫量の算定方法
ブロック１：　中之島川流域流出量を内水氾濫量と仮定した

ブロック２～５：今町水位観測所の水位が堤防内地盤高となった時間帯（１３日９時以降）の降水量（227mm）を内水氾濫量として仮定した。

比較
破堤
箇所

越水
箇所

集計ブ
ロック

計算値推定値

482,000 14,403,000 




